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６
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

東
浦
町
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

議案
番号 議　案　名 結果

報告５ 令和６年度東浦町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

報告６ 令和６年度東浦町水道事業会計予算繰越計算書の報告について

報告７ 令和６年度東浦町下水道事業会計予算繰越計算書の報告について

議案30 東浦町空家等の適切な管理に関する条例の制定について

可決

議案31 東浦町先端産業育成条例の一部改正について

議案32 令和７年度東浦町一般会計補正予算（第１号）

議案33 工事請負契約の締結について（於大公園再整備工事（７－１））

議案34 工事請負契約の締結について（於大公園再整備工事（７－２））

議案35 令和６年度東浦町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

議案36 町道路線の認定について

発委６ 東浦町議会傍聴規則の一部改正について

― 議員派遣

全会一致で決定した案件

賛否が分かれた案件

PickUp
1・2・3

６
月
４
日
～
26
日

６
月
定
例
会

※「議」は議長（採決に加わらない）、○は賛成、●は反対

６月定例会の概要
本会議【開会】
町から議案につ
いて説明。

6
4 本会議【一般質問】

14人の議員が町政全
般について質問。

本会議【議案質疑・委員会付託】
議員が議案について質疑。
議案審査を各常任委員会へ振り分け。

6
16

P6～

常任委員会
３常任委員会でそれぞれ
付託された議案を審査。
委員会としての賛否を決定。

・総務委員会
・こどもふくし委員会
・まちづくり委員会

6
18・19・20本会議【閉会】

３常任委員会委員長による審査
経過・結果報告および委員長報
告への質疑。議案討論・採決。

P4～

6
10・11・12

6
26

議案
番号 議　案　名 結果

新政クラブ 清流会 親和会 公明党東浦 庶民
倶楽部

日本共産党
ひがしうら 高志会

鏡
味　
昭
史

間
瀬　
元
明

前
田　
明
弘

北
野　
興
地

長
坂　
知
泰

三
浦　
雄
二

水
野　
久
子

間
瀬　
宗
則

久
松　
純
志

山
下　
享
司

大
川　
　
晃

秋
葉
富
士
子

赤
川　
操
恵

山
田　
眞
悟

杉
下
久
仁
子

森　
　
靖
広

議案37 令和７年度東浦町一般会計補正予算（第２号） 可決 議○○○○○○○○○○○○○●○

【条例の概要】
　議会が保有する個人情報の取り扱い等を定め、個
人の権利利益を保護する目的で、議会独自の個人情
報保護条例を制定しています。本条例第51条の規定
で、毎年度、施行状況を取りまとめ、概要を公表する
ことになっています。

東浦町議会の
個人情報の保護に
関する条例の
施行状況

請求
件数

決定等の内訳
開示 部分開示 不開示 その他 計

0 0 0 0 0 0

令和６年度 個人情報保護制度の施行状況（件数）＼報告します／
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６
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

避
難
所
生
活
の
環
境
改
善
を

各
設
備
の
費
用
は
。

手
洗
い
ス
タ
ン
ド
約
２ 

０
０
万
円
。
シ
ャ
ワ
ー
一
式

約
６
６
０
万
円
。
ス
タ
ー
リ

ン
ク
一
式
と
利
用
料
で
約

80
万
円
。

補
助
金
活
用
の
経
緯
は
。

令
和
６
年
12
月
末
に
新

し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境

創
生
交
付
金（
地
域
防
災
緊

急
整
備
型
）が
創
設
。
資
機

材
等
の
検
討
準
備
を
進
め
て

い
た
た
め
、
活
用
を
決
め
た
。

補
正
予
算
計
上
の
理
由
は
。

購
入
資
機
材
の
選
定
に

時
間
を
要
し
、
当
初
予
算
に

計
上
で
き
な
か
っ
た
た
め
。

災
害
時
の
運
用
は
。

手
洗
い
ス
タ
ン
ド
と

シ
ャ
ワ
ー
は
、
避
難
者
や
被

QAQAQAQA

災
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
最

適
な
避
難
所
へ
設
置
す
る
。

平
常
時
の
運
用
は
。

防
災
訓
練
等
の
イ
ベ
ン

ト
で
活
用
す
る
。
手
洗
い
ス

タ
ン
ド
は
、
役
場
本
庁
舎
の

ロ
ビ
ー
等
に
設
置
す
る
こ
と

で
、
周
知
し
て
い
き
た
い
。

手
洗
い
ス
タ
ン
ド
と

シ
ャ
ワ
ー
の
今
後
の
購
入

計
画
は
。

自
治
体
間
の
相
互
支
援

が
あ
る
た
め
、
計
画
は
な
い
。

QAQA

災
害
時
に
備
え
、避
難
所
等
の
衛
生
環
境
等
を
向

上
す
る
た
め
、水
循
環
型
手
洗
い
ス
タ
ン
ド
と
水
循

環
型
シ
ャ
ワ
ー
、ス
タ
ー
リ
ン
ク（
衛
星
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
）各
１
台
の
導
入
を
決
定
し
た
。

PickUp
2

就
労
選
択
支
援
サ
ー
ビ
ス
始
ま
る

就
労
選
択
支
援
の
内
容
は
。

障
害
者
の
日
常
生
活
と

社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援

す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
。

　
就
労
移
行
支
援
や
就
労
継

続
支
援
の
利
用
意
向
の
あ
る

方
が
、
よ
り
よ
い
就
労
先
や

働
き
方
を
選
択
で
き
る
よ
う
、

就
労
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
法

を
活
用
し
て
、
本
人
の
希
望

や
就
労
能
力
、
適
性
等
に

合
っ
た
選
択
を
支
援
す
る
。

新
た
な
就
労
選
択
支
援

の
メ
リ
ッ
ト
は
。

就
労
希
望
者
や
特
別
支

援
学
校
在
学
者
に
と
っ
て
は
、

自
分
の
働
き
方
を
考
え
、
自

分
の
可
能
性
や
適
性
を
知
る

機
会
と
な
り
、
社
会
で
の
活

躍
の
場
が
広
が
る
。

　
採
用
を
検
討
す
る
事
業
所

QAQA

に
と
っ
て
は
、
就
労
能
力
や

適
性
に
合
っ
た
就
労
選
択
が

可
能
と
な
る
こ
と
で
、
採
用

後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
。

特
別
支
援
学
校
在
校
生

の
利
用
は
。

高
等
部
の
在
校
生
で
あ

れ
ば
利
用
で
き
る
。
希
望
が

あ
れ
ば
何
度
か
利
用
で
き
る
。

当
初
予
算
で
な
く
、
補

正
計
上
と
な
っ
た
理
由
は
。

７
年
４
月
に
厚
生
労
働

省
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
改
修
の

内
容
が
通
知
さ
れ
た
た
め
。

QAQA

令
和
７
年
10
月
か
ら
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス「
就
労

選
択
支
援
」が
始
ま
る
。

サ
ー
ビ
ス
創
設
に
伴
う
福
祉
情
報
シ
ス
テ
ム
改
修

の
た
め
、
83
万
６
千
円
を
増
額
補
正
。

PickUp
3

「
ウ
ラ
・
う
ら
ら
」推
進
に
向
け

実
証
実
験
を
開
始

実
施
の
経
緯
は
。

「
ウ
ラ
・
う
ら
ら
」推
進

は
生
活
支
援
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
。

　

令
和
７
年
４
月
に「
交
通

空
白
」解
消
緊
急
対
策
事
業

費
補
助
金
に
採
択
さ
れ
た
た

め
、
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

対
象
者
は
65
歳
以
上
の
方

等
。
運
転
免
許
証
返
納
者

を
対
象
と
し
な
い
理
由
は
。

返
納
者
の
大
半
は
、
65

歳
以
上
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
対
象
に
含
ま
れ
る
と

考
え
た
た
め
。

利
用
者
負
担
額
１
回
当

た
り
３
０
０
円
の
理
由
は
。

半
田
市
の
お
で
か
け
タ

ク
シ
ー
運
賃
を
参
考
に
し
た
。

本
格
的
な
導
入
は
い
つ
か
。

QAQAQAQ

実
験
結
果
を
も
と
に
、

地
域
の
方
々
と
協
力
し
、
導

入
時
期
含
め
調
整
を
図
る
。

今
後
検
討
さ
れ
る「
共
助

版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」と
は
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ド
ラ

イ
バ
ー
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
よ
る
移
動
支
援
。
道

路
運
送
法
の
許
可
や
登
録
が

不
要
な
無
償
の
運
送
形
態
の

こ
と
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
と
利
用
者
は

顔
が
見
え
る
関
係
な
の
で
、

安
心
感
や
住
民
同
士
の
交
流
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

AQA

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
の
た
め
、

４
２
６
万
２
千
円
を
増
額
補
正
。
生
路
・
藤
江
小
学

校
区
で
、
利
用
者
宅
と
事
前
指
定
の
目
的
地
間
を
運

行
。
共
助
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
想
定
し
た
実
証
実
験
。

PickUp
1

▲バス利用困難者の
移動手段確保につながるか

▲よりよい就労先・
働き方の選択を支援

▲導入予定の
手洗いスタンド P4 に関連質問


